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国
家
丸
抱
え
の
計

画
経
済
か
ら
市
場
経

済
へ
の
移
行
を
、
比
較

的
速
や
か
に
達
成
し

て
き
た
ド
イ
モ
イ
下

の
ベ
ト
ナ
ム
。
社
会
主

義
国
で
あ
る
こ
と
に

一
般
的
に
由
来
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
裏
腹

に
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
社
会
（
人
々
）
が
機
能

し
、
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

ド
イ
モ
イ
路
線
は
、
一
九
八
六
年
一
二
月

に
開
か
れ
た
第
六
回
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
大
会

で
正
式
に
採
択
さ
れ
た
。
先
に
記
し
た
よ
う

に
、
同
路
線
の
核
心
は
国
家
丸
抱
え
の
計
画

経
済
を
中
心
と
す
る
経
済
運
営
か
ら
、
市
場

経
済
に
基
づ
く
経
済
運
営
へ
の
転
換
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
射
程
は
経

済
分
野
に
止
ま
ら
ず
、
政
治
・
外
交
を
も
含

む
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
地
域
研
究
と
い
う
立
場
か
ら
、

ド
イ
モ
イ
の
流
れ
と
動
態
の
方
向
性
を
根
底

に
お
い
て
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
力
の
源

泉
を
、
国
家
と
社
会
の
関
係
性
の
う
ち
に
探

ろ
う
と
試
み
た
の
が
、
本
書
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
経
済
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
（
竹
内
郁

雄
論
考
）、
開
拓
移
民
政
策
（
岩
井
美
佐
紀

論
考
）、
障
害
者
の
生
活
と
福
祉
（
拙
稿
）、

政
治
動
態
（
中
野
亜
里
論
考
）、
と
い
う
四

分
野
（
以
上
、掲
載
順
）

に
つ
い
て
、
当
該
分

野
の
実
態
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
国
家

と
社
会
の
関
係
性
を

軸
と
し
て
分
析
を

行
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
構
成
は
、
は
し
が
き
と
序
章
で
ベ

ト
ナ
ム
の
現
状
と
ド
イ
モ
イ
の
歴
史
的
な
流

れ
を
概
観
し
た
う
え
で
、「
本
論
」
た
る
各

論
に
入
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
主
な
関
連
先

行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
補
章
、
あ
と

が
き
に
つ
な
ぐ
形
を
と
っ
て
い
る
。

　

以
下
、
各
章
ご
と
に
内
容
を
簡
単
に
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

　

は
し
が
き
、序
章「
ド
イ
モ
イ
の
歩
み
」（
以

上
、
拙
稿
）
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
現
状
と
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
終
了
以
後
の
ド
イ
モ
イ
に
関
わ

る
歴
史
的
流
れ
に
つ
い
て
、「
本
論
」
に
向

け
て
の
前
段
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

　

第
一
章
「
ド
イ
モ
イ
下
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お

け
る
『
共
同
体
』
の
存
在
と
役
割
お
よ
び
『
政

府
』
の
失
敗
―
経
済
開
発
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

か
ら
み
た
〝
国
家
〞
と
〝
社
会
〞
と
の
関
係
」

（
竹
内
論
考
）
で
は
、
古
田
元
夫
東
京
大
学

大
学
院
教
授
の
著
作
に
お
け
る
国
家
と
社
会

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
新
制
度
派
的
な
経

済
開
発
論
で
使
わ
れ
る
「
政
府
」、「
市
場
」、

「
共
同
体
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に
置
き
換

え
、
ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
開
発
の
過
程
に
お
け

る
「『
政
府
』
と
『
共
同
体
』
と
の
関
係
」

が
ど
の
よ
う
な
形
で
捉
え
ら
れ
る
の
か
を
分

析
し
て
い
る
。

　

第
二
章
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
開
拓
移
民

政
策
か
ら
み
た
国
家
と
社
会
の
関
係
―
一
九

八
〇
年
代
の
南
北
間
人
口
移
動
の
実
態
を
中

心
に
」（
岩
井
論
考
）
で
は
、
一
九
八
〇
年

に
大
き
く
方
針
転
換
さ
れ
た
開
拓
移
民
政
策

の
展
開
を
通
し
て
、
ド
イ
モ
イ
萌
芽
期
に
お

け
る
「
農
村
社
会
」
と
「
国
家
」
の
関
係
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
ド
イ

モ
イ
以
前
の
ベ
ト
ナ
ム
の
農
業
・
農
村
政
策

の
な
か
で
、
集
団
化
に
「
対
抗
」
す
る
社
会

組
織
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
家
族
に
着
目

し
、
そ
の
開
拓
移
民
政
策
に
お
け
る
位
置
付

け
の
転
換
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

第
三
章
「
ド
イ
モ
イ
下
ベ
ト
ナ
ム
の
障
害

者
の
生
活
に
お
け
る
『
国
家
』
と
『
社
会
』

―
紅
河
デ
ル
タ
に
お
け
る
事
例
研
究
を
通
し

て
」（
拙
稿
）
で
は
、
北
部
紅
河
デ
ル
タ
地

域
で
実
施
し
た
事
例
研
究
に
基
づ
い
て
、
ベ

ト
ナ
ム
の
障
害
者
の
生
活
に
お
け
る
国
家
と

社
会
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

同
作
業
を
通
し
て
ベ
ト
ナ
ム
の
国
家
と
障
害

者
（
社
会
側
）
の
関
係
に
お
け
る
類
型
の
抽

出
を
行
う
と
と
も
に
、
同
分
野
に
お
け
る
国

家
と
障
害
者
（
お
よ
び
そ
の
家
族
）
の
役
割

分
担
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

　

第
四
章
「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
党
―
国
家

と
市
民
社
会
の
関
係
性
―
『
実
社
会
』
か
ら

の
政
治
改
革
の
要
求
」（
中
野
論
考
）
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
の
現
政
府
（
共
産
党
政
府
）
が
「
公

的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
上
で
認
定
し
て
い
る
国

家
と
社
会
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
上

で
、
現
実
に
は
そ
の
関
係
性
が
ど
の
よ
う
な

様
相
を
呈
し
て
い
る
か
を
具
体
的
事
例
か
ら

検
証
」
し
て
い
る
。
分
析
に
際
し
て
は
、「
公

民
社
会
」、「
実
社
会
」
と
い
う
モ
デ
ル
を
構

築
、
用
い
つ
つ
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
の
な
か
で

近
年
「
党
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
枠
を
超

え
た
市
民
に
よ
る
政
治
的
活
動
が
萌
芽
、
発

展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
よ
う

な
活
動
と
国
家
と
の
関
係
性
の
様
態
」
に
ま

で
考
察
を
進
め
て
い
る
。

　

補
章
「
先
行
研
究
の
概
観
と
本
書
の
位
置

づ
け
」、
あ
と
が
き
（
以
上
、
拙
稿
）
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
地
域
研
究
に
お
け
る
、
国
家
と
社

会
分
析
視
角
に
関
わ
る
先
行
研
究
を
レ

ビ
ュ
ー
し
、
ベ
ト
ナ
ム
地
域
研
究
上
の
本
書

の
位
置
付
け
、
総
合
的
観
点
か
ら
み
た
フ
ァ

イ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

現
体
制
の
堅
持
と
い
う
側
面
で
は
、
ベ
ト

ナ
ム
の
国
家
は
依
然
と
し
て
い
わ
ゆ
る
強
い

国
家
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
本
書

の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
社
会

が
ド
イ
モ
イ
の
展
開
を
促
し
、
支
え
、
あ
る

意
味
で
牽
引
し
て
い
る
こ
と
が
、
具
体
的
に

検
証
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
国
民
の

生
活
に
関
わ
る
領
域
で
は
、
社
会
の
力
、
機

能
、
協
力
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
分

野
に
応
じ
て
様
相
は
異
な
ろ
う
が
、
国
家
が

担
う
べ
き
こ
と
と
社
会
が
担
う
べ
き
こ
と
の

「
均
衡
点
」
を
求
め
て
、
今
後
も
ベ
ト
ナ
ム

の
国
家
と
社
会
は
、
相
互
に
作
用
し
合
う
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
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